
明
治
以
降
の
教
育
に
み
る
近
代
化
と
伝
統
の
関
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
　
内
　
史

、

明
治
初
期
の
欧
化
と
「
教
学
大
旨
」

　
　
ー
ー
道
徳
教
育
の
問
題
と
し
て
ー

郎

　
日
本
の
近
代
教
育
制
度
の
形
成
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
「
学
制
」
発
布
か

ら
開
始
さ
れ
た
。
学
制
は
文
明
開
化
の
潮
流
の
中
で
、
功
利
主
義
的
な
実
学
主
義
の
教

育
観
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
教
育
の
欧
化
の
赴
く
と
こ
ろ
、
徳
育
が
軽
視
さ
れ
て
君
臣
父
子
の
大
義
が
忘

失
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
明
治
天
皇
は
、
「
教
学
大
旨
」
（
］
八
七
九
）
を
下
付
し
て
、

仁
義
忠
孝
を
本
と
し
智
識
才
芸
を
末
と
す
る
教
育
に
改
め
る
べ
き
こ
と
を
求
め
た
。

　
「
教
学
大
旨
」
は
、
天
皇
の
侍
講
元
田
永
孚
に
起
草
さ
せ
、
内
務
卿
伊
藤
博
文
・
文

部
卿
寺
島
宗
則
に
示
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
韓
近
専
ラ
智
識
才
芸
ノ
ミ

ヲ
尚
ト
ヒ
文
明
開
化
ノ
末
二
馳
セ
品
行
ヲ
破
リ
風
俗
ヲ
傷
フ
者
少
ナ
カ
ラ
ス
…
…
其
流

弊
仁
義
忠
孝
ヲ
後
ニ
シ
徒
二
洋
風
是
競
フ
ニ
於
テ
ハ
将
来
ノ
恐
ル
ル
所
終
二
君
臣
父
子

ノ
大
義
ヲ
知
ラ
サ
ル
ニ
至
ラ
ン
モ
測
ル
可
カ
ラ
ス
是
我
邦
教
学
ノ
本
意
二
非
サ
ル
也
故

二
自
今
以
往
祖
宗
ノ
訓
典
二
基
ツ
キ
専
ラ
仁
義
忠
孝
ヲ
明
カ
ニ
シ
道
徳
ノ
学
ハ
孔
子
ヲ

主
ト
シ
テ
人
々
誠
実
品
行
ヲ
尚
ト
ヒ
然
ル
上
各
科
ノ
学
ハ
其
才
器
二
随
テ
益
々
長
進
シ

道
徳
才
芸
本
末
全
備
シ
テ
大
中
至
正
ノ
教
学
天
下
二
布
満
セ
シ
メ
…
…
」
と
の
べ
ら
れ

て
い
る
。

　
「
教
学
大
旨
」
の
趣
旨
は
、
後
の
教
育
勅
語
（
一
八
九
〇
）
の
土
台
と
な
る
も
の
で

あ
る
が
、
わ
が
国
の
道
徳
が
深
く
儒
教
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
ま
た
「
東
洋

道
徳
、
西
洋
芸
術
」
（
佐
久
間
象
山
）
の
思
想
が
み
ら
れ
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

　
中
国
で
は
清
末
に
「
奏
定
学
堂
章
程
」
（
一
九
〇
二
）
が
発
布
さ
れ
、
崇
洋
思
想
を

批
判
し
て
、
中
国
固
有
の
思
想
・
文
化
を
体
（
人
間
形
成
上
の
精
神
的
基
礎
）
と
し
、

西
洋
学
芸
を
用
（
実
用
的
物
質
文
明
の
利
用
）
と
す
る
「
中
体
西
用
」
の
方
針
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
「
教
学
大
旨
」
に
み
ら
れ
る
も
の
は
、
わ
が
国

に
の
み
特
有
の
反
応
・
態
度
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
外
来
文
明
受
容
に
際
し
て
の
あ

る
程
度
一
般
的
な
態
度
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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二
、

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
臨
時
教
育
会
議

　
　
－
思
想
教
育
の
問
題
と
し
て
ー

三
、

戦
時
期
の
国
粋
主
義

　
　
－
近
代
と
伝
統
と
の
統
合
へ
の
志
向
1

　
大
正
中
期
に
設
け
ら
れ
た
臨
時
教
育
会
議
（
一
九
一
七
～
一
九
）
は
、
明
治
以
来
の

近
代
教
育
制
度
の
発
展
を
総
括
し
、
第
一
次
大
戦
後
の
新
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
の
教

育
改
革
案
を
審
議
し
、
答
申
し
た
。

　
こ
の
会
議
の
基
本
的
考
え
方
は
、
会
議
終
了
に
際
し
て
採
択
さ
れ
た
建
議
の
内
容
に

み
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
日
本
固
有
の
文
化
・
習
俗
に
も
と
つ
く
社
会
制
度
の
整
備
を

求
め
、
国
民
思
想
の
統
一
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　
た
と
え
ば
、
「
維
新
ノ
後
開
国
進
取
二
急
ニ
シ
テ
欧
米
ノ
文
物
制
度
ノ
移
入
二
忙
ハ

シ
ク
…
…
主
ト
シ
テ
物
質
偏
重
ノ
弊
二
因
リ
国
民
思
想
ノ
整
飾
ヲ
失
シ
醇
美
ノ
風
敦
厚

ノ
俗
次
第
二
頽
敗
セ
ム
ト
ス
ル
ノ
勢
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
レ
リ
殊
二
時
局
各
般
ノ
影
響
二
因

リ
我
力
思
想
界
ノ
変
調
漸
ク
測
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ム
ト
ス
…
…
荷
モ
時
弊
ヲ
救

ハ
ム
ト
欲
セ
ハ
国
民
思
想
ノ
帰
郷
向
ヲ
一
ニ
シ
其
ノ
適
従
ス
ル
所
ヲ
定
ム
ル
ヨ
リ
要
ナ
ル

ハ
ナ
シ
…
…
其
ノ
帰
郷
向
ス
ル
所
ハ
建
国
以
降
扶
植
培
養
セ
ル
本
邦
固
有
ノ
文
化
ヲ
基
趾

ト
シ
…
…
」
と
論
じ
て
、
「
国
体
ノ
本
義
」
を
明
ら
か
に
し
、
「
我
国
固
有
ノ
淳
風
美
俗
」

を
保
ち
、
「
建
国
ノ
精
神
」
に
も
と
つ
い
て
世
界
の
大
勢
に
処
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
こ
こ
に
は
、
日
本
資
本
主
義
の
急
速
な
成
長
を
背
景
と
す
る
、
大
戦
後
の
社
会
的
、

思
想
的
不
安
（
危
機
感
）
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
総

称
さ
れ
る
西
欧
社
会
思
想
の
流
入
と
浸
透
に
対
し
、
伝
統
的
な
国
体
観
念
、
国
民
道
徳

を
対
置
さ
せ
て
、
い
わ
ゆ
る
思
想
善
導
の
国
民
教
育
の
徹
底
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　
満
州
事
変
後
の
戦
時
体
制
の
進
展
と
と
も
に
、
教
育
に
お
け
る
国
粋
主
義

（
ロ
。
↓
8
昌
豊
゜
・
日
）
の
傾
向
が
強
め
ら
れ
た
。
文
部
省
編
「
国
体
の
本
義
」
（
一
九
三
七
）

は
、
西
欧
近
代
思
想
を
批
判
し
、
神
話
と
古
典
に
も
と
つ
く
国
体
意
識
と
国
民
道
徳
を

鼓
吹
し
た
。
わ
が
国
の
対
外
進
出
の
拡
大
と
と
も
に
、
世
界
の
中
の
日
本
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
認
が
必
要
と
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
”
世
界
新
秩
序
の
建
設
”
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
単
に
復

古
主
義
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
ず
、
思
想
的
に
西
欧
近
代
を
乗
り
超
え
る
こ
と
を
目

ざ
す
”
近
代
の
超
克
”
が
唱
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
世
界
に
通
用
し
、
旧
秩
序
を
超

え
る
理
念
が
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、
日
本
思
想
（
東
洋
思
想
）
に
よ
る
近
代
の
取
り
込

み
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
た
。

　
文
相
橋
田
邦
彦
が
科
学
教
育
の
あ
り
方
と
し
て
提
唱
し
た
「
科
学
す
る
心
」
（
一
九

四
〇
）
は
、
近
代
科
学
の
”
知
識
と
実
践
の
分
裂
”
を
克
服
す
る
た
め
に
、
東
洋
思
想

の
「
物
心
一
如
」
「
知
行
合
こ
の
原
理
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ

に
は
知
育
偏
重
を
排
す
る
、
知
育
と
徳
育
の
＝
兀
化
へ
の
志
向
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ

は
ま
た
近
代
と
伝
統
と
の
統
合
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
、
一
種
の
”
近
代
の
超
克
”
の

試
み
で
も
あ
っ
た
。
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四
、

戦
後
教
育
と
伝
統
へ
の
無
関
心

　
　
－
国
粋
主
義
教
育
へ
の
反
動
1

五
、

経
済
発
展
と
「
儒
教
文
化
圏
」
論

　
　
－
伝
統
の
見
直
し
と
現
代
的
評
価
1

　
敗
戦
後
の
教
育
改
革
は
民
主
主
義
教
育
の
建
設
を
至
上
命
題
と
し
、
前
近
代
的
（
封

建
的
）
と
批
判
さ
れ
た
戦
時
期
の
国
粋
主
義
に
代
わ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
近
代
教
育
思

想
に
立
脚
す
る
教
育
の
再
建
が
目
指
さ
れ
た
。

　
教
育
勅
語
に
代
わ
る
教
育
基
本
法
（
一
九
四
七
）
は
、
民
主
的
、
普
遍
的
、
平
和
的

な
教
育
理
念
を
掲
げ
、
戦
後
教
育
の
基
本
性
格
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に

は
、
わ
が
国
の
伝
統
的
価
値
に
対
す
る
言
及
は
み
ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
戦
後
改
革
の
激
動
が
鎮
静
化
し
、
経
済
発
展
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
な
か
で
、

教
育
基
本
法
の
普
遍
主
義
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
性
格
に
対
し
て
、
日
本
人
の
精
神
的

風
土
や
国
民
性
に
根
ざ
し
た
教
育
目
標
を
示
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
か
ら
、
中
央

教
育
審
議
会
は
「
期
待
さ
れ
る
人
間
像
」
（
一
九
六
六
）
を
公
表
し
た
。
こ
こ
に
は
、

愛
国
心
、
天
皇
へ
の
敬
愛
、
国
民
性
の
伸
長
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
一
般
の
反
応

は
必
ず
し
も
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
だ
け
戦
時
下
の
統
制
的
な
国
粋
主
義
教
育
へ
の
反
発
が
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
伝
統
へ
の
無
関
心
が
拡
っ
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

　
近
年
の
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
発
展
は
、
国
際
的
な
注
目
を

集
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
東
ア
ジ
ア
の
国
々
に
共
通
す
る
儒
教
文
化
の
背
景
が
、
経
済
的

活
力
の
源
泉
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
西
欧
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　
儒
教
文
化
圏
論
が
指
摘
す
る
の
は
、
儒
教
に
含
ま
れ
る
家
族
的
集
団
主
義
、
学
習
主

義
、
徳
目
の
保
持
、
現
世
的
合
理
主
義
な
ど
が
、
現
代
の
産
業
シ
ス
テ
ム
に
適
合
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
に
と
っ
て
儒
教
文
化
圏
論
は
、
国
際
化
の
な
か
で
の
自
己
確
認
を
あ
ら
た
め
て

促
す
と
と
も
に
、
戦
後
教
育
で
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
儒
教
的
伝
統
の
見
直
し
と
、
教
育

の
経
済
効
果
（
＜
o
o
良
o
ロ
餌
「
ロ
ヨ
）
に
対
す
る
徳
育
の
意
義
に
つ
い
て
の
再
認
識
を
求

め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
明
治
以
降
の
教
育
に
み
る
近
代
化
と
伝
統
の
関
係
に
つ
い
て
粗
描
を
試
み
た

が
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
顕
著
な
事
実
は
、
一
貫
し
た
近
代
化
の
進
展
の
な
か
で
繰
返
し

繰
返
し
出
現
す
る
「
伝
統
へ
の
回
帰
」
の
志
向
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
近
代
化
に
と
も
な

う
生
活
諸
様
式
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
意
識
の
基
底
に
お
い
て
伝
統
的
な
も

の
が
強
固
に
維
持
さ
れ
、
持
続
し
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
と
と
も
に
、
近
代
化
そ
の
も
の
を
全
面
的
に
否
定
す
る
と
い
う
思
想
は

な
く
、
む
し
ろ
伝
統
的
思
考
方
法
に
い
か
に
そ
れ
を
「
統
合
」
す
る
か
が
図
ら
れ
さ
え
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も
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
最
近
の
儒
教
文
化
圏
論
へ
の
関
心

も
、
同
様
な
志
向
を
し
め
す
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
近
代
化
を
伝
統
的
な
生
活
意
識
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
に
受
け
と
め
、
ど
の
よ
う
に
日
本
化
し
て
定
着
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
ど
の
よ
う

に
独
自
な
も
の
を
生
み
出
し
て
い
く
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
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